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二
月
十
七
日
（
月
）
、
杉
並
区
議
会
第
一
回
定
例
会
で

一
般
質
問
し
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
保
育
待
機
児
童

問
題
に
つ
い
て
、
保
育
園
に
入
園
出
来
な
か
っ
た
保
護

者
の
切
実
な
実
態
を
議
会
で
告
発
し
、
認
可
保
育
所
の

増
設
と
緊
急
対
策
の
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

 

ま
た
、
区
長
答
弁
で
は
、
認
可
保
育
所
と
認
可
外
保
育

所
の
保
育
料
格
差
へ
の
理
解
が
全
く
な
い
発
言
が
さ
れ

る
な
ど
、
実
態
へ
の
認
識
不
足
が
露
呈
し
ま
し
た
。 

 

※
認
可
保
育
所
保
育
料
は
、
各
家
庭
の
所
得
に
合
わ
せ
て
設
定

さ
れ
負
担
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
認
可
外
保
育
所
は
、

場
所
に
よ
り
月
十
万
円
を
超
え
る
施
設
が
あ
る
等
、
施
設
ご
と
に

料
金
体
系
が
異
な
り
、
行
政
の
保
育
料
助
成
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

保
護
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
と
な
る
。

入
園
不
承
諾
通
知
を
受
け
た
保
護
者
は
、
こ
れ
か
ら
再

び
厳
し
い
保
活
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

今
議
会
で
の
緊
急
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

区
行
政
に
対
し
、
保
育
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
た
取
り

組
み
を
求
め
ま
す
。 

赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
保
護
者
も
含
め
た
、
大
勢
の
み
な
さ

ん
の
傍
聴
へ
の
ご
参
加
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 
 
 

質
問
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載 

 

 

 

 

１７日（月）のお昼には、区役所前

で待機児童保護者による集会も行なわ

れました。この間、日本社会に待機児

童問題を発信してきた「保育園ふやし

隊＠杉並」による呼びかけで、大勢の

保護者、区民が参加しました。多くの

マスコミも駆け付け、複数のメディア

にも取り上げられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の実態については裏面参照 

質
問
で
は
、
具
体
的
な
緊

急
対
策
と
公
有
地
を
活
用
し

た
認
可
保
育
所
増
設
等
を
求

め
ま
し
た
が
、
区
の
答
弁
は

緊
急
性
へ
の
理
解
が
弱
く
、

今
年
度
内
の
新
た
な
補
正
予

算
の
編
成
に
つ
い
て
も
答
弁

を
避
け
る
な
ど
、
不
充
分
な

姿
勢
で
し
た
。 

多くの保護者が区役所前で保育園増設を訴えた。 

今
年
四
月
の
認
可
保
育
所

へ
の
入
園
申
請
状
況
は
、
増

加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま

す
。
女
性
の
社
会
進
出
の
本

格
化
と
日
本
経
済
の
低
迷
に

よ
る
世
帯
の
経
済
状
態
の
悪

化
等
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。

昨
年
と
同
様
、
約
一
八
〇

〇
人
の
児
童
が
認
可
保
育
園

に
入
園
出
来
ず
、
深
刻
な
事

態
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

保
護
者
に
よ
る
切
実
な
ス

ピ
ー
チ
が
行
な
わ
れ
た
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

同じ苦悩を抱える保護者として 
 

待機児童問題は、共働きの保護者の誰もが経験

することです。我が家も例外では、ありません。

ある保護者は言いました。「辛い思いをしている

保護者の気持ちは痛いほど分かる。他の保護者の

気持ちを考えると、自分だけ入れたから終わりに

はできない」。全く同じ気持ちです。 

保育士なのに…職場復帰が出来ない 
 

杉並区内の認可保育所に勤務している保育士で

す。入園不承諾の通知を受けました…。周りの知り

合いが、入園の内定通知を受けるなか、自分だけ取

り残されたようで、涙が止まりませんでした。 
 杉並区の保育園が足りていない状況も理解して

います。早く復帰しなければいけないと感じてきま

した。保育定員増のためにも、保育士が職場に戻る

ことが必要になっている時です。 
しかし、保育士である自分が不承諾になり、この

先、どうして保育園を増やすことが出来るのか、大

きな疑問を感じます。 
安心して子どもを預けられる認可保育所を増や

して、多くの児童が入園出来るようにしてほしい。

持ち家だけど、引っ越しも考えています 
 

４年前から西永福駅周辺に住んでいます。昨年、

第一子を出産し、現在育休中です。西永福駅周辺で

保育園を探しましたが、保育園の数自体が少なく、

申し込みの時点で選択肢が少な過ぎました。 
来年度から復職予定でしたが、不承諾となりまし

た。最終選考でも望みが薄く、途方にくれています。

認可外保育園でも入れれば良かった。見通しが甘

かったと言われればそれまでですが…。 
現在は、持ち家ですが、引っ越しを考えています。

短い間でも、コミュニティが出来ており、来年度に

向けて一年間、保活を頑張るか、悩んでいます。 
保育所を増やして欲しいと心から思っています。 

自営業者には厳しい現実… 
 

個人事業主としてスタジオを経営しています。 
経営といっても、食べていくのは大変な状況です

が、それでも家族を持ちながら細く、長く、働いて

いける場であり、産前まで働いてきました。 
「自営業」は、預け先がない場合、同伴して仕事

をしていると言わざるを得なくなってしまい、保育

指数の減点対象となります。 
今回、予想通り 4 月の認可保育園入園は全滅の結

果となりました。14 日の選考結果の通知を見たとき

は、お先真っ暗になり、涙が出ました。 
実際、子どもを同伴して、産前と同じくらい働け

るかといったら、不可能です。仕事の効率も落ち、

当然、収入も減ります。 
しかし、認可外保育所は、費用も高く、預けられ

る状況にありません。自営業は、収入の見通しが非

常に立ちにくいため、大きなリスクを負うことはで

きないからです。 
認可保育園が増えれば、問題も解決するため認可

保育園を増やしてほしい。まだ子どもは１人ですが、

２人目を欲しいと思っています。しかし、現在の状

況では厳しいです。 

保育料は月額１０万５千円…片道４０分 
 

父親はスタッフ 1 名を抱える建築系デザイン事務

所の事業主。朝は 9 時頃に家を出て、夜は終電か間

に合わない場合はタクシー、もしくは週 1 回以上徹

夜作業や地方への出張。 
母親は育休中で、学校教材の会社で企画。中小企

業であるため、常に人員が不足している状況です。

保育指数は両親ともにフルタイムの 40 点です。 
杉並区に引っ越してきて 3 年目です。以前は目黒

区に住んでいたのですが、子育てに優しい環境であ

ると聞き、杉並区に引っ越してきました。 
不承諾通知を受けた時は、今までの保活を思い出

し、泣きました。 
妊娠中からできるだけ、情報を集め、臨月から、

出産後は子どもを抱いて、数十軒の保育園をまわり

ました。妊婦にとって妊娠中から、月齢の低い子ど

も抱え、体力的にも精神的にも大変な時に、保活を

することがどんなに孤独でつらいことか…。とても

不安な日々でした。 
入園ができなくなり深刻です。認証保育所など認

可外保育所は、杉並区の他に、近隣や職場の近くな

どを当たりましたが、どこも、キャンセル待ちが 100
人近くと絶望的です。 
一園だけ、職場近くの認可外保育園の入園の確約

はもらうことができました。保育料が月額 10 万 5
千円、通園に片道 40 分かかります。保育料は手取

り給料の約半額。できるだけ早く認可保育園に転園

したいと考えています。 
「保育園のことなどを気にせず、元気で丈夫な子

を産むことをいつも考えていたかった。この思いは、

私だけではないはずです。杉並区の今の住環境が気

に入っています。このままだと保育園を理由に引っ

越しせざるを得ない可能性もあります。」 
【望めば保育園に誰でも入れる環境づくり】杉並

区に望む事は、この一言に尽きます。 

かつて、私たちの先輩は

「ポストの数ほど保育所

を」を合言葉に、保育所の

増設を実現しました。 
今度は、私たち次の世代

が保護者の共同を広げ、保

育所を増設する番です。 


